



























































































パスのCalifornia Digital Libraryと同じCSA 
（Cambridge Scientiﬁc Abstract） という、異
なった複数のデータベースを同じ簡単な検索
手続きでしかも自国語の指示で進めることが
できるシステムを採用しているので、網羅的
な検索がきわめて簡単にできる。これまで
PsycINFO以外のデータベース（とくに医学
系・生物系のデータベース）にも関心を持つ
ように教育しても、データベースによって検
索式や手続きが違うのがネックになっていた
が、このような共通検索ツールのおかげでこ
れから分野を超えた交流が促進されるであろ
う。なお、CSAには日本語の音声で画面操
作を教えてくれるチュートリアルまで用意さ
れている。
　サイテーションindex付き PsycINFO　ネッ
トワークを通じてパソコンでアクセスする
データベースは様々な書誌項目で検索できる
し、検索結果をメールで送信したり、自分の
パソコンに保存したりできるだけでなく、そ
の書式も論文原稿の引用文献欄ですぐ使える
ように指定することもできる。また、電子
ジャーナルのように本文も電子化されている
場合はそのことが表示されるのでフルテキス
トがすぐに入手できる場合もある。
　さらに、その論文の要約の他に、その論
文の引用文献リストの部分も表示され、個々
の引用文献が他の人の論文に引用された回数
（サイテーションindexという）が付記され
ている。検索によって得られた文献リスト
にはすべて引用回数が付記されているので、
リストのうちどの論文が重要かすぐに分かる
し、その論文の要約を表示すると、その論文
が引用した文献の引用回数も表示されるの
で、あるテーマの研究に影響力のある重要な
文献はどれか、指導教員より遙かに信頼性の
高い情報を提供してくれる。
　国内データベースの活用　日本の学部生が
授業のレポートを書いたり、卒論のテーマを
決めたりするには、本来、日本語データベー
スが整備されるべきであるが、国立情報学研
究所と大学図書館の連携によって、急速に整
備が進んでいる。本学図書館のホームペー
ジで国内データベースを開くと、新聞記事
や経済データなど様々なデータベースが提
供されている。心理学専攻としては、その
中でも特に「論文情報ナビゲータ（CiNii）」
の利用を促進していきたい。歴史が浅いの
でPsycINFOには遠く及ばずサイテーション
indexも未装備であるが、学会や研究機関の
機関紙、紀要、ニュースレター、大会論文集
などが次々と電子化され書誌情報だけでなく
フルテキストの提供も急速に増えている。
　実は、この記事を書くためにCiNiiで自分
の名前の検索をしたら、「造園雑誌」という
見知らぬ雑誌の記事が出てきた。フルテキ
スト提供なので中身を読んでみると同姓同名
の他人ではなく自分が1981年に日本造園学
会で公園の設計における行動分析の重要性を
講演したときの内容が、機関紙に掲載され、
その機関紙が国立情報学研究所の電子図書館
に登録されたために、最近になって検索で読
めるようになったというわけである。おそ
らく機関紙印刷時に目にしたはずであるが、
まったく忘れていた。データベースの威力
である。
　最近、インターネットの検索だけでレポー
トを書く傾向があるが、インターネットの情
報は玉石混淆である。せめてCiNiiを検索す
る習慣を身に着けてもらいたい。CiNiiで学
位論文の検索や、サイテーションindexの装
備が実現する日も近いことを願っている。
